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第一原発では４回目の汚染水放出の日程が東電から計画の発表がされた。2024 年２月頃、タンク８
基（8,000㌧）を予定しているとのことだ。

2023 年８月から汚染水の海洋放出が始まり、
併せて３回、約２万 3,000 ㌧、タンク 23 基あま
りを海に放出した。

更に、これまでは放出前に水槽に汚染水を溜め

て濃度の分析をしたと言うが、今度は分析事態を

行わず、そのまま放出するというのだ！

先般、テレビで「沖縄・宮古島～ 海の恵みた

っぷり島豆腐～」の番組を見た。

それが（資料１）の山村夫妻の島豆腐作りで海

から海水を汲み上げて豆腐製造に入れるという。

それが（資料２）である。「塩化マグネシウム」

とは哺乳類をはじめ大半

の生物にとって必要なミ

ネラルで生命維持になく

てはならない重要な物資

であるという。それを汲

み上げて島豆腐に使うの

が昔から習わしだったと

いう。そして（資料３）

のように「海の神々への感謝をこめて…」拝むの

だという。日本列島は海洋国家そのもので沖縄の

みならず本土の漁民も「海

の神々への感謝をこめて」

祈るのだ！

汚染水の海洋放出につい

て、中国や世界の多くの国

々が反対している。特に「太

平洋諸島フオーラム（PIF）」

は 1971 年から太平洋諸国首
脳の対話の場として発展してきた。オーストラリ

ア、ニュージーランド、パプアニューギニア、フィジ

ー、サモアなど 16 カ国２地域が加盟し、その諸国
が６月 26 日「海洋投棄」について「懸念」を示
し声明文を発表している！

昔から、やってはならないことをしでかしたら

“罰あたり”と言われてきた。国・東電はそれを

臆面もなくしでかしている！

この番組を見て感じたことは沖縄のコバルトブル

ーの海の美しさ、山村夫妻の純朴さだった。

汚染水放出を何としても阻止したいと思った！

海洋放出は…

４回目は2024年２月だと言う！

（資料１） 海水をくみ出す山村さん夫妻

（資料２） 不可欠な「塩化マグネシウム」を豆腐へ…

（資料３） 「海の神々へ感謝をこめて…」祈る
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10 月 25 日 ALPS 多核種除去装置でのメンテナンス作業中に「洗浄廃液」が飛散し作業員が高線量被曝
し入院する事故が発生しました。これまでの労働者の被曝状況を考えてみます。

（資料４ ）政府と東電は廃炉の中長期ロードマッ

プを作成しています。2011 年 12 月に初版が発行
されその後に 2019 年 12 月に 5 回目の改訂がされ
ました。しか

し「30年から 40
年後」という

最終目標は変

わっていませ

ん。計画では

2021 年 12 月ま
でには 2 号機
のデブリの取り出しが

開始される計画でした

が現実はデブリの現状

把握もままなりませ

ん。わずかに 1 ｇに満
たない取り出しに止ま

っています。最悪のメ

ルトダウンに至った原子

炉の廃炉作業は困難を

極めています。

そんな中での ALPS
での被曝事故です。こ

の事故は廃炉作業に当

たる労働者の放射線防

護の管理や作業管理の

ずさんさを象徴的に表

しています。

複数の事業者が労働

者を出し合い、3 次請
負だというのです。指揮者や放射線管理者がいた

のか誰だったかさえ二転三転する有様です。厳し

い被爆労働を強いられている労働者があまりに粗

末に扱われてはいないでしょうか。

（資料５）「職業病リスト」に挙げられている電

離放射線への被ばくによる疾患は、「急性放射線

症、放射線皮膚障害、白内障、放射線肺炎、再生

不良性貧血等の造血器障害、骨壊死その他の放射

線障害」及び、がんでは「白血病、肺がん、皮膚

がん、骨肉腫、甲

状腺がん、多発性

骨髄腫又は非ホジ

キンリンパ腫」のみ

です。

白血病について

は積算被ばく線量

が「 5mSv ×従事
年数」以上、被ばく開始後

１年を超えて発症した場合

（1976年、基発第 810号）

また、多発性骨髄腫と非ホ

ジキンリンパ腫についても

（原発労働者の労災認定の闘い

の成果で）白血病に準ずる疾

患として同じ基準で労災認

定されるようになりまし

た。

福島原発事故後、事故処

理に従事した労働者から白

血病だけでなく、胃がん・

食道がん・結腸がん・膀胱

がん・咽頭がん・肺がん・

甲状腺がんの労災申請があ

り、国は初めてこれらのが

んについても「労災認定の

基準」を出し「100mSv 以
上の被ばく、被ばくから発症まで５年以上」とし

ました。

しかし、さらに低線量でも、その他の種類のが

んも含めて発症する可能性があることが原爆被爆

者や諸外国の核施設労働者の調査から明らかにな

っています。

原発労働者の被曝を許すな
フクシマ原発労働者相談センター代表 狩野光昭(いわき市議）

（資料５）激増した被曝の現状からすると業務上疾病認定者は

氷山の一角かもしれない

（資料４）5 度にわたり改訂されたロードマップだが最終目標は変わっていない
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（資料６）は 2021 年に
行われた東電による

「労働環境改善に向

けたアンケート調査」

の一部抜粋です。年

齢構成では 20 代 30 代
の方が 1,263 人と若い
人も多く働いていま

す。

気になるのは作業

経験年数です。最も

多いのが 1 年未満で
612 人、3 年未満の合
計が 1,381 ですから仕
事になれていない人

が 30％程になります。
「7、作業時の装備」
を見ると 1,863 人がレ
ッドゾーン・イエローゾ

ーンで働いています。

「8、アンケート結果の
概要」では現在の労

働環境に対して「安

全」「まあ安全」と約 89
％の方が答えていま

す。高線量で 2,000 人
弱の方が働いている

事を考えると心配に

なります。8 割を超え
る方がやりがいを感

じていると答えてい

ることは頼もしいこ

とですが、「働きたい」

と答えている人が７

割強という中には「就

労実態」にある多重

下請け構造や「労働

条件通知書どおり給

料が支払われていな

い」等の労働条件が

守られない現場の実

態があります。

（資料７）年度別外部被

曝線量を見ると 2021 年
度協力企業で 2.77mSv、
22 年 2.35mSv、 23 年
1.23mSv です。 5mSv は
白血病などの業務上疾

病認定基準です。22，23
年度のレベルでは 2 年
で「 5mSv」に達してし
まいます。毎年、協力

企業の労働者 8,000 ～
9,000 人がこのような被
曝条件で働き、今後のデ

ブリ取り出し作業で更に

被曝量が増えることは

避けねばなりません。

最大被曝線量は協力

企 業 で は 17.60mSv ～
16.20mSvと「5mSv」の 3
倍ほどの高い値です。

5 年間の累積外部被曝
線量は「 5mSv」以上被
曝が東電 162 人、協力企
業では 3,468人です。
（資料８）2011年から 2020
年までの年間 20mSv を
超えた作業員数です。

合計で 7,527 人になりま
す。事故前の 2009 年度
は全国で 7 名だったの
です。

福島第一原発事故は

労働者の被曝線量限度を

大幅に引き上げ一般市

民も 20mSv まで許容し
ました。

フクシマ原発労働者

相談センターは、これ

からも原発労働者の健

康と労働条件の向上に

むけ取り組みを強化し

ていきます。

（資料６）アンケートからも見えてくる被曝事故の背景と労働実態

（資料７） 毎年 10,000 人の労働者が被曝する廃炉作業

（資料８）福島第一原発事故で労働者被曝は劇的に増えてしまった
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国・東電は、様々な場面で「国際的科学者による知見」という言葉を幾度も聞いた。原発事故を起こ

して 12 年が過ぎる今、誰一人事故の責任を取らず、経営最優先の姿勢は事故後も悪化の一途。憲法 25
条の「生存権」を著しく奪い脅かしてきた年月だ。

「原発事故が起きても健康被害は微小です」という新たな安全神話に向かい、UNSCEAR、ICRP、IAEA
などの意見や報告書を引き合いに出し、被害の過小評価をし復興に邁進してきた。

11 月 24 日「第 49 回福島県民健康調査検討委
員会」

コロナ禍によ

る一般傍聴の

制限が解除と

なった。役員

改選があり新

座長に双葉郡

医師会副会長

が就任。この

日「甲状腺評

価部会」から、

甲状腺がんの

発見率と被ば

く線量の間に

「一貫した関

係は認められなかった」と報告があった。委員の

間から「統計の規模がわからない」などの意見が

だされ、「部会まとめは了承されたのか」の質問

に、「検討委員会は検討委員会なりにまとめる」

として甲状腺評価部会の報告書は了承されずとな

った。今回、新たに 5 人の疑いと一人のがん確定
者あり 363人と公表された。

12月 6日「第 8回甲状腺がん口頭弁論」
傍聴券配布には 188 名が並んだ。9 月に裁判官

の交代があった事で更新弁論が行われ 2 名の女性
原告が 5 分ずつの意見陳述をした。「手術をすれ
ば治られると言う言葉を信じて手術をしたが、再

発して手術とアイソトープ治療を受けた、今また

しこりが確認され手術になると言われている、何

回手術をすればよいのか、もしかしてずっと続く

のでは」と深い不安を述べた。

幼稚園年長の時原発事故に遇った最年少の原告

は「将来の不安で眠れないことも有った、今春大

学生になり自分の行動に責任が持てるようになり

この裁判の原告としても自覚を持つようになっ

た」と述べた。

法廷では原告提

出の黒川眞一高エ

ネルギー加速器研

究機構名誉教授の

意見書に東電側か

ら反論があった。

東電側は UNSCE
AR の報告に基づ
けばと、原告の被

ばく線量はがんが

発症するほど高く

はないと主張し

UNSCEAR 報告書
の信頼性を強調

した。報告集会で黒川教授は「科学者が守らなく

てはならないルールは普遍性というルールだ」「誰

が言っているかではない、何を使われているかだ」

（資料９）は福島県の紅葉山にあるモニタリング

ポストのデータである。空間線量率と放射線核種

を推定した平山論文がある。「東電の話を聞いて

いると UNSCEAR、を何十回も言っている。
UNSCEAR が権威がある、ではなく何を言ってい
るのかが大事」UNSCEAR は福島県の甲状腺被ば
く線量が小さいから被ばくの原因ではないと書い

てあると話された。全国で 300 以上起こされてい
る原発に関わる裁判の根幹に共通する。科学とは

権威というものを頭から信じてはいけないと言う

事だ。

12 月 7 ～ 9 日「第 66 回日本甲状腺学術学会学
術集会」鈴木教授が再発が 1 割と学会発表。2020
年までの約 10 年間の子ども達の再発数が 21.97
％にのぼると発表した。鈴木氏が再発発症の詳細

を報告したのは初めてだ。

UNSCEARの報告に縋る国・県
千葉 親子

（資料９） ３月 15日～ 28日紅葉山のプルーム通過の大気中濃度
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最初に断っておくが、この内容は、島崎邦彦氏（前原子力規制庁委員・元日本地震学会会長）の著書

の題名であり、その著書の内容を要約したものである。

東京電力は地震本

部が出した警告を拒

否し無視した。

２００２年７月に、

地震本部で３０年以

内に２０％の確率で

太平洋の日本海溝の

どこかで大きな津波

地震が起こる確率が

ある、と警告を発し

たのである。

東京電力は２億円

近くの金を使って、

「津波評価部会」（東

京電力社員の高尾 誠、

原子力技術部土木調査

部グループ員が加わっ

ている）という組織

を作り、「津波評価

技術」を出して、保

安院から「津波対策

をするように」と言

われたことに対して、

東北電力（女川原子力

発電所）や原電（東海

第二原子力発電所）で

は対策をしたのに（そ

のため東日本大地震で

は被害を免れた）東京

電力福島原発だけは

「必要ない」と断っ

たのである。

① 津波対策を拒否

した理由、[Ａ] 過去

の津波は三陸沖や房総沖で起こっている（太字部

分の３、４、８）ので、福

島沖では津波は起こらな

い。だから大きな津波対

策は必要ない。

[Ｂ] 福島第一原発近

くの過去の津波の堆積物

を調べたら、堆積物はな

かった。（引き潮で堆積物が

残らない場所を調査したと言

われている）

だから「福島原発は保

安院が言う津波対策は必

要ない」と言い続けたの

である。

2008 年にはその「津波
評価技術」でさえ１５ .７
ｍの津波予測を出し、東

電の子会社でも、同じ年

に７ .７ｍの予測を出し
た。→福島第一原発は

1960 年に発生したチリ地
震津波を基準に６ .１ｍし
か対策していなかったの

で、身内の警告さえも、

副社長の武藤栄は「研究

しよう」といって対策を

先延ばしにしたのであ

る。

それは大津波の３年前

であった。そうしてあの

忌まわしい３・11 はやっ
てきたのである。次号②

で大津波対策で学者が何

をしたかを述べていき

たい。

３･11大津波の対策を
邪魔した男たち その① 森田 省一

（資料１０）政府地震調査本部が発表の大津波地震の発生を伝える新聞

（資料１１）東電は福島県沖では津波地震は発生しないと主張したが
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私どもは「汚染水を海洋放出させてはならない！」と訴えてきた。それは「ALPS 多核種除去設備」
で放射能を取り去ることなど出来ないからである！

A ～まず既報 No262 の２～３頁でも取り上げたが東電が「ALPS 多核種除去設備」使用前検査を申請

した時の「多核種除去設備の運転に対する評価について」の「 ３）ＡＬＰＳ処理水も含めた汚染

水の保管要領の確保」にいてである。それが（資料12）である。

国・東電は「多核種除去設備ではトリチウムは除去できない」と今も言っている。そうすると､何千倍にも

薄めて流している証左ではないのか？次に、「ALPS 多核種除去設備」の第一人者である（資料13）の東京工業
大学（現・大和エネルギー研究所技術総括）の富安博名誉教授の話を記載する。（注１） 但し、この資料は 10 年
前の 2013年 10月 22日のものである。

【ストロンチウム 90測定の重要性について】（注２）

ストロンチウム 90 はカルシウムと挙動が似た親骨性の物

質で大部分が骨に取り込まれる。特に脊髄がターゲット

臓器と呼ばれ骨髄で作られる白血球の正常な機能を阻害

するためガンや免疫低下に起因する感染症、肺炎などを

引き起こす。また、脳の発達に支障を来たす…」とある。

「ALPS多核種除去設備」について
Q&Aで答える！ 〔その２〕

（資料１２） 告示濃度（環境中に放出する濃度の限度のこと）を遙かに超えた濃度となっており…とある

（資料１３）富安名誉教授

Q ～「ALPS 多核種除去設備」のいい加減さは分かってきたのですが､この他にあったなら教
えてください。

■ 汚染水とはストロンチウム 90問題にほぼ等しい
～かって東工大で原子力工学研究所教授を務めた富安さんは、東京電力が

導入した ALPSによる汚染水放出に疑問を投げかけている。
福島第一原発の汚染水の実態は、ストロンチウム９０による汚染にほぼ等し

い。東電の公表資料によれば、処理対象水（ＲＯ濃縮塩水）に含まれるストロン

チウム 90 の濃度は 1600 万ベクレル／リットルに達している。ほかの核種は十
数ベクレルからせいぜい数万ベクレル／リットル程度である。こうした事実か

ら見ても、人体への毒性が強い放射性ストロンチウムのリスクをいかに減らせ

るかがポイントとなる。

東電は現状の技術では除去が困難なトリチウムを除く 62 の放射性核種を
ALPS を用いて規制値以下に減らすとしているが、本当の狙いは処理後の水
を海洋投棄することである思われる。しかし、現在の年間規制値の１０倍に

も達する大量のトリチウムが含まれる ALPS 処理済み水を海に捨てることは
事実上不可能だ。トリチウムの生物学的毒性についてはさまざまな見解があ

るものの、無害と言うことはない。

出典 文献
・（資料１～３）2023.8.225NHK・BS テレビ～コウケンテツ日本ゴハン

紀行～・（資料４）東電 HD・（資料５）「原発被ばく労災」・（資料６）東
電 HD・（資料７）廃炉に関する安全監視協議会・（資料８）週刊金曜日
1334 号・（資料９）第５回口頭弁論只野弁護士プレゼン・（資料 10）東
奥日報、福島民友、陸奥新報、デーリー東北・（資料 11）津波評価技術
・（資料 12）東電 HD・（資料 13）東洋経済 HP（注１）2013.10..226:00
東洋経済オンライン（注２）（株）島津テクノリサーチＷｅｂサイト
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	　国・東電は「多核種除去設備ではトリチウムは除去できない」と今も言っている。そうすると､何千倍にも薄めて流している証左ではないのか？次に、「ALPS多核種除去設備」の第一人者である（資料13）の東京工

